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「第七の習慣　刃を研ぐ」編の狙いと使い方

「第七の習慣　刃を研ぐ」編の狙いと使い方

と表記してあるところでご視聴ください。
また、演習ページには余白スペースが多めにとってありますの

で、思いついたことや気がついたことはどんどん書き込みましょ
う。後で見返したときに、そのメモが思わぬ力を発揮します。

それではリラックスして取り組んでください。

DVD の紹介

演習欄や余白には、しっかりと書き込みましょう。

この「第七の習慣　刃を研ぐ」は、大きく6章に分かれています。
最初に、「７つの習慣」について簡単に振り返ります。私たち

が現在置かれている状態を改めて確認し、その上で、リフレッシュ
することや刃を研ぐことの必要性について考えます。
「第七の習慣」は、第一から第六までの習慣とは少し異なり、こ
れまで学んだ習慣（能力）を上向きの螺旋状に伸ばしていき、さ
らなる成長を促すための習慣です。本書では、「第七の習慣」が個々
の習慣といかに結びつき、関連しているかについても、言及して
います。

そして、人間が本来持っている「４つの能力」について紹介
し、そうした能力をどのようにして伸ばしていくかを考えていき
ます。

本書は、「刃を研ぐ」ための考え方や概念をわかりやすく説明
しながら、事例を豊富に取り入れ、皆さんの仕事やプライベート
の内容を振り返っていただけるように編集してありますので、素
直に感じたことや思ったことを自由に書き込んで、あなたが本来
持つ力（能力）を発見してください。

自由に記入していただく箇所には、特に正解があるわけではあ
りませんので、リラックスして取り組み、ありのままの気持ちを
表現してください。正しい答えを探究するというより、「なぜそ
のようなアプローチをとるのか」について深く考えていただくこ
とをお勧めします。そうすることで、普段とは違う自分自身、思
いがけない真の姿を発見することができるはずです。

本書には、映像作品が 2 タイトル収録されています。フラン
クリン・コヴィーのセミナーではおなじみの作品ですが、今回は
まとめとして最後の第6章に登場します。「DVDをご覧ください」
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第１章　自
らを再新再

生する

再新再生と
は

今日、人
々の多く

は生

きていく
ことに必

死

で、人生
を楽しむ

余裕

がなくな
っている

。

―	ジョゼ
フ・Ｒ・サイ

ズー

【記入例
】

ノルマを
達成しよ

うと

して睡眠
時間が少

なく

なり、身
体を壊し

た。

【記入例
】

子どもに
つきあっ

て森

林公園に
出かけた

ら、

心が軽く
なり、新

鮮な

気分で仕
事に取り

組む

ことがで
きた。

車に長く
故障なく

乗ろうと
思えば、

定期的に
メンテナ

ンスを行

い、修理
すべきと

ころは修
理してお

かないと
、ある日

突然止ま
っ

てしまう
ことにも

なりかね
ません。

これは、
私たち自

身におい
て

も、全く
同様です

。毎日寝
る間を惜

しみ仕事
に心血を

注いだに
も

かかわら
ず、思っ

たほどの
成果を上

げること
ができな

かった経
験

は誰にで
もあるの

ではない
でしょう

か。

再新再生
の必要性

を紹介す
ると、誰

もがその
必要性に

納得しま

す。しか
し実際に

実行に移
す人は、

残念なが
らそれほ

ど多くあ
り

ません。
なぜでし

ょうか？

それは、
再新再生

を行って
もすぐに

成果に表
れること

が少ない

からです
。成果に

直結しな
い、無駄な

行為に見
えてしま

うのです
。

しかし、
後になっ

て積み重
ねの効果

に気づい
ても、も

はや手遅
れ

なのです
。

無理をし
て頑張っ

て疲れ果
ててしま

い、思っ
たような

成果を出

•	
すことが

できなか
った経験

はありま
すか？　

それはど
のような

経験です
か？

リフレッ
シュした

り、充実
した週末

を過ごし
たおかげ

で、いい

•	
仕事をす

ることが
できた経

験はあり
ますか？

　それは
どのよう

な経験で
すか？

本書で学
ぶ習慣は

「刃を研
ぐ」です

。ここで
改めて「

刃」を研

ぐことの
有用性を

簡単に紹
介したい

と思いま
す。

あるきこ
りが、巨

大な木の
太い幹を

ノコギリ
で切ろう

としてい

ます。引
いて、押

して、引
いて、押

して。そ
の繰り返

しです。
一

日中働き
続け、１

分たりと
も休んで

いません
。汗だく

で疲れ果
て

ています
。でもま

だ半分し
か切れて

いません
。どうし

たら後５
分

頑張れる
でしょう

か。そこ
でちょっ

と一息入
れ、額の

汗をぬぐ
い

ました。

と、近く
で別の木

を切って
いる人の

姿が目に
入りまし

た。なん

と！　そ
の人はほ

とんど切
り終わる

ところで
す。彼も

あなたと
ほ

ぼ同時に
作業を始

め、木の
太さもほ

とんど変
わりませ

ん。しか
も、

彼は 1時
間に 1回

、必ず休
憩を取っ

ていまし
た。それ

なのに、
彼

は終わり
そうで、

あなたは
まだ半分

なのです
。

とても信
じられな

いといっ
た思いで

あなたは
尋ねます

。

「どうし
てそんな

に進んだ
のですか

？　ずっ
と働きづ

めどころ

か、あな
たは 1時

間ごとに
休憩して

いました
よね。い

ったいど
う

なってい
るんです

？」

するとそ
の人は振

り向いて
、笑顔で

こう答え
ました。

「僕が 1
時間ごと

に休憩し
ているの

をご存じ
だったの

ですね。
で

も、僕が
そのたび

にノコギ
リの刃を

研いでい
たことに

は気づか
な

かったよ
うですね

」

「刃を研
ぐ」とは

、人が持
つ大切な

４つの側
面（肉体、

知性、社
会・

情緒、精
神）のリニ

ューアル
を図るこ

とであり
、これを

別の言葉

で表現す
れば「再

新再生」
となりま

す。正し
い方法で

一貫して
バ

ランスよ
く刃を研

げば、残
りの「７

つの習慣
」のすべ

てをさら
に

磨くこと
にもつな

がります
。
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第１章　自らを再新再生する

「７つの習慣」とは①

習慣は初めは蜘蛛の糸
のようにはかないもの
だが、やがて丈夫な糸
になる。

― スペインのことわざ

・第二の習慣　—　目的を持って始める

あなたが何を大切にし、どういったことを達成したいのか。そ
れを考え抜き、ハッキリさせてから行動するという習慣を身につ
けます。あなたのすべての行動にコミットメントと理由が付随す
るようになりますから、やる気に満ち溢れ、やりがいを感じるこ
とができるでしょう。

・第三の習慣　—　重要事項を優先する

会社から与えられた膨大なタスクに加え、父親や母親、恋人、
テニススクールの一員など、さまざまな役割を担っているあなた
は、仕事以外にもするべきことが多いはずです。そうした多くの
役目をどうすればこなせるのでしょうか。やるべきことをきちん
と実行するために、重要事項を優先することを学びます。

『「７つの習慣」セルフ・スタディ・ブック』シリーズでは、既
刊の「基礎編」「第一の習慣」「第二の習慣」「第三の習慣」「第四
の習慣」「第五の習慣」「第六の習慣」に、今回の「第七の習慣」
を１つずつに分けて紹介しています。これらを着実に身につける
ことで、ビジネスの成果を得るだけでなく、有意義な人生を送る
ことを目的としています。

第一の習慣から第三の習慣は、あなたが自立するための習慣で
す。「自分の人生を自分でコントロールする」ために、「セルフ・
リーダーシップ」について学びます。

自立は当然と考えているかもしれませんが、あなたは本当に自
立しているのでしょうか？　ビジネスで成果が上がらなかった
り、人間関係で悩んでいるとしたら、真の自立ができていないこ
とに原因があるのかもしれません。

スキルやテクニックを覚えるより、真の自立とは何かを考えた
ほうが、きっと成果を得ることができるようになるはずです。自
立するためには、次の３つの習慣を身につけなければなりません。

・第一の習慣　—　主体性を発揮する

自分に降りかかる周りの環境からの刺激に対する反応や行動
は、すべて自分自身が選択することができること。そしてそれら
についてあなたが責任を負わなくてはならないことを学びます。

「問題が自分の外にあると考えるならば、その考えこそが問題で
ある」とはコヴィー博士の言葉です。

ポイント
セルフ・リーダーシップとは、個人個人が自らの方向をしっかり

と定め、自らの意志の下、その状況において正しい判断を行い、主
体的に行動することです。そのためには、第一の習慣、第二の習慣、
第三の習慣を身につけなければなりません。
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第2章　人間の4つの側面

【記入例】
情報システムの進化に
ついて行けない。

【記入例】
スキルを磨く。若い人
から柔軟に吸収する姿
勢を持つ。

時代の変化

事実など存在しない。
ただ解釈があるのみ。

― フリードリッヒ・ニー
チェ

そうです。その彼らが国内はおろか、世界の大半の食料を生産し
ているのです。

今、私たちが迎えている情報・知識労働者の時代は、工業・産
業の時代の生産性を 50 倍も上回ることができるのでしょうか。
コヴィー博士は現代においても、さらに大きな変化が起きている
とし、次のように語ります。

情報時代は知識労働の時代へと急速に変わろうとしている。時
代に遅れないようにするには自己の教育と訓練に投資し続けるし
かない。多くの人は痛い目にあって初めてこの必要性に気づくだ
ろう。
しかし、今何が起こっているかを見抜き、自分を律することの

できる人々は、自覚的に学習を続けるだろう。そして新しい考え
方や新しいスキルを獲得し、新しい時代の現実を予測し、適応で
きるようになるまでやめないだろう。

質の高い知識労働の価値は計り知れません。人が本来持つ潜在
的な可能性を解き放てば、組織は価値を生み出す途方もないチャ
ンスを得られるようになるのです。

あなたの会社・組織の中で、時代の変化を感じるのは、どのよ• 
うな点ですか？

その変化に対し、どのような準備が必要ですか？• 

マネジメントの第一人者である P･F･ ドラッカーは、20 世紀
において、最大の出来事は何であったかという問いに対して、「人
口革命。（中略）先進社会における労働力人口の中身の変化、肉体
労働者から知識労働者への重心の移動」と述べています（『プロ

フェッショナルの条件』ダイヤモンド社、上田惇生訳より）。

この図はドラッカーの概念をベースにコヴィー博士が説いた、
文明の流れを示したものです。

狩猟採集時代の人間は、毎日弓矢や石や棒切れを持って食料を
探しに出かけていました。やがて農民が登場し、狩猟採集民の約
50 倍の収穫を得るようになります。やっとの思いで食いつない
でいた狩猟採集時代とは違い、農民たちは計画して収穫を得るス
キルを身につけ、子どもに教育を施す余裕すらありました。

何世代かを経てやってきた工業・産業の時代では、人間は工場
を建て、業務の専門化や委任の方法など、極めて効率よく生産す
る方法も知りました。工業・産業の時代の工場は農民の約 50 倍
の生産性を実現し、やがて農民の数は約 90％減少しました。農
民として生き残った人々も、効率良く大量の収穫を得る産業型の
農場を生み出しました。

今日、アメリカにおいて農業を営む人は、国民のわずか 3％だ

狩猟採集の時代

農耕の時代

産業の時代

情報・知識労働者の時代

知恵の時代

文明の５つの時代


